
種
　
　
　

痘

ヂ
フ
テ
リ
ヤ

定
期
予
防
接
種

種
痘

と
ヂ
フ
テ
リ
ア
定
期
の

予

防
接
種

が
次
の
日
割
で
行

わ

れ
る
事
に
な
り
ま
し
た
。

種
痘

は
第
一

期
生
後
二
ヶ
月

以

上
五
才

ま
で
の
者
で
、
ま
だ

一
回

も
種
痘
を
受
け
て
い
な
い

者

、
第
二
期
今
年
四
月
小

学
校

に
入
学
す
る
者

。

ヂ
フ
テ
リ
ア
第
一
期
生
後
六

ヶ
月
以

上
五
才
ま
で
の
者
で
ヂ

一
、
選
挙
權
を
有
す
る
者

１

当
市
に
住
所
を
有
す
る
者

で
あ
る
こ
と
。

２

年
令

が
満

二
十
才
以

上
で

あ

る
こ
と

。

年
令
の
算
定
は
選
挙
人
名

簿
確
定
の
期
日
に
よ
り
算

定
す

る
の
で
昭
和
九
年
三

月
六
日
ま
で
に
生
れ
た
者

３

イ
、
本
市
に
於
て
　

二
院

歩
以
上
の
農
地
に
つ
い
て

耕
作
の
業
務
を
営
む
農
業

経
営
者
で
あ

る
こ
と
。

◎
縱
覽
に
つ
い
て
の
参
考

農
業
委
員
会
委
員
の
選
挙
権

を
有
す

る
者

は
、
男
女
の
別

な
く
次
の
要
件
を
備
え
て

い

る
者
に
平
等

に
与
え
ら
れ
ま

す
。

二
、
選
挙
權
を
有
し
な
い
者
（

欠
格
者
）

ロ
、
又
は
そ
れ
ら
の
者
の

同
居
の
親
族
又
は
同
居
の

親
族
の
配
偶
者
で
あ
つ
て

年
間

概
ね
六
十
日
の
耕
作

從

事
日
数
が
あ

る
と
無
業

委
員
会
が
認
め
た
も
の
で

あ
る
こ

と
。

（
耕
作
従
事
日
数
及
農
地

面
積
の
認
定
は
、
法
律

上

農
業
冷
員

会
が
行
う
こ
と

に
な
つ
て
い
る
。
又
同
居

の
観
念
は
住
所
を
同
一
に

し
且
つ
生
計

を
共
に
す

る

こ
と
で
あ
る
。
親
族
の
範

囲
は
、
六
親
等
内
の
血
族
、

配
偶
者
及
三
親
等
内
の
姻

族
で
あ
る
こ
と
）

宮
崎
大
淀
、
檍
大
宮
、
赤
江
各
農
業
委
員
会

瓜
生
野
農
業
委
員
会

倉
岡
　

″

木
花
　

″

青
島
　

″

区
　
　

域

宮
崎
市
役
所

宮
崎
市
役
所
　
瓜
生
野
支
所

″
　
　
　
　
　

倉
　

岡
支
所

″
　
　
　
　
　

木
　

花
支

所

″
　
　
　
　
　

青
　

島
支
所

場
　
　
　
　
　
　
　
　

所

昨
年
十
二
月
一
日
現
在
で
本

市
に
住
所
を
有
し
て
居
ら
る
ゝ

農
家
の
皆
様
よ
り
農
業
委
員
会

を
経
由
し
て
、
当
市
選
挙
管
理

委
員
会
え
農
業
委
員
会
委
員
選

挙
人
名
簿
登
録
申
請
書
を
提
出

し
て
い
た
ゞ
き
ま
し
た
の
で
、

選
挙
資
格
を
調
査
い
た
し
ま
し

て
名
簿
え
登
録
い
た
し
ま
し
た

が
、
申
請
書
を
提
出
さ
れ
な
い

方
々
が
あ
り
ま
し
た
の
で
農
業

委
員
会
の
協
力
を
得
職
権
を
以

一
縱
覽
場
所

て
こ
れ
ら
の
方
々
を
登
載
い
た

し
ま
し
た
が
、
之
等
の
外
に
な

お
選
挙
権
を
有
し
て
居
ら
る
ゝ

方
も
あ
ろ
う
か
と
思
わ
れ
ま
す

の
で
、
左
記
に
よ
つ
て
、
法
定

さ
れ
て
お
り
ま
す
名
簿
の
縦
覧

を
行
い
ま
す
か
ら
、
名
簿
に
錯

誤
、
遺
漏
が
あ
る
と
思
わ
る
ゝ

方
は
、
こ
の
縦
覧
期
間
中
に
異

議
の
申
立
が
出
来
ま
す
の
で
成

ベ
く
多
く
の
選
挙
権
者
に
縦
覧

を
い
た
ゞ
き
ま
し
て
、
完
全
な

縱
覽
期
間
　
一
月
二
十
日
か
ら
二
月
三
日
ま
で

農
業
委
員
会

委
　
員
　
の

選
擧
人
名
簿
縱
覽

名
簿
に
い

た
し
た
い
と
思
い
ま

す
。

記

一
、
縱
覽
期
間
　
昭
和
二
十
九

年
一
月

二
十
日

か
ら
十
五

日
間
（

二
月
三
日
迄
）

一
、
縱
覽
時
間
　
毎
日
午
前
八

時
三
十
分

か
ら
、
午
後
五

時
ま
で
（
土

、
日
曜
も
含

む
）

フ
テ
リ
ア
予
防
接
種
の
す
ん
で

い
な
い
者
、
第
三
期
今
年
三
月

小
学
校
を
卒
業
す
る
者
。

尚
今
年
四
月
小
学
校
に
入
学

す
る
方
は
特
に
郵
便
は
が
き
を

以
つ
て
通
達
致
し
ま
す
。

１
禁
治
産
者
（
準
禁
治
産
者

は
欠
格
者
と
な
ら
な
い
）

２
禁
こ
以
上
の
刑
に
処
せ
ら

れ
そ
の
執
行
を
終
る
ま
で

の
者
３
禁
こ
以
上
の
刑
に
処
せ
ら

れ
そ
の
執
行
を
受
け
る
こ

と
が
な
く
な
る
ま
で
の
者

（
農
業
委
員
会
法
（
昭
和

二
十
六
年
法
律
第
八
十
八

号
）
の
定
め
る
と
こ
ろ
に

よ
り
行
な
わ
れ
る
選
挙
投

票
及
び
国
民
審
査
に
関
す

る
犯
罪
以
外
の
犯
罪
に
因

る
刑
の
執
行
猶
予
中
の
者

を
除
く
）

４
選
挙
犯
罪
に
よ
り
選
挙
権

を
停
止
さ
れ
た
者
。

一
、
耐
火
構
造
（
鐵
筋
）

住
宅
一
棟

二
四
戸

１
建
設
地

宮
崎
市
権
現
町
壱
番
地

２
　
建
設
戸
数
　
二
四
戸

２
申
込
場
所
市
役
所
建
築
課

３
申
込
用

紙

建
築
課
に
於
て
交
付

致
し
ま
す

４

持
参
書
類
主
食
配
給
通
帳

、
立

退
要
求
書
、
月
收
証

明

書
、
健
康
保
険
証

及

保
険
料
完
納
証
明

書

、
市
税
完
納
証
明

書

（
立
退
要
求
書
は
家

主
が
立

退
請
求
す

る
理
由
を
詳
細
記

入
の
上
提
出
下
さ
い
）

自
昭
和
二
十
九
年
一
月
十
一

日至
昭
和
二
十
九
年
一
月
三
十

日

１
募
集
（
受
付
）
期
間

一
、
申
込
方
法

１
耐
火
構
造
(
鉄
筋
)
住
宅

二
四
戸
　
二
九
、
五
、
三
一

２
第
一
種
木
造
住
宅

四
五
戸
　
二
九
、
三
、
三
一

３
第
二
種
木
造
住
宅

七
戸
　
二
九
、
二
、
二
八

計
　
七
六
戸

二
、
昭
和
二
十
八
年
九
月
申
込

さ
れ
た
方
で
今
回
申
込
さ
れ

る
方
は
申
込
書
は
建
築
課
に

保
管
し
て
あ
り
ま
す
の
で
申

出
抽
籖
券
を
受
取
り
下
さ

い
。
申
出
な
き
者
は
希
望
な
き
も

の
と
み
な
し
無
効
と
致
し
ま

す
。
尚
九
月
申
込
せ
る
時
と

現
在
と
諸
事
情
変
つ
て
い
る

方
は
新
に
申
込
書
を
提
出
し

て
下
さ
い
。

三
、
虚
偽
の
申
込
書
提
出
者
は

理
由
の
如
何
を
問
は
ず
無
効

と
致
し
ま
す
。

（
戸
数
）

竣
功
予

定
期
日

一
、
入
居
者
募
集
住
宅

昭
和
二
十
八
年
度
公
営
住
宅

の
入
居
者
を
左
記
の
通
り
募
集

い

た
し
ま
す
の
で
希
望
者

は
一

月
三
十
日
迄
に
市
の
建
築
課

に

お
申

込
下

さ
い
。

記

一
月
三
十
日
ま
で
に

申

込

下

さ

い

公
営
住
宅
入
居
者
の
募
集

二
、
第
一
種
木
造
住
宅

６

敷
金
　

七
千
弍
百
円

（

入
居

決
定
の
上
前
納
払
）

７
月
收
限
界

（
申
込
資
格

条
件
）

月
収
（
固

定
給
）

か
ら
扶

養
家
族
一
人
に
つ
き
一
、

〇
〇
〇
円
を
控
除

し
た
額

が
最

低
一
四

、
四
〇
〇

円

最
高
二
五
、
○
０
０

円
以

内
の
者
で
最
低
最
高
家

族

一
人
に
対
し
一
、
〇
〇
〇

円
を
追
算
し

た
る
月
収
限

界
に
あ
る
者
と
す
る
。

３
竣
功
年
月
日

昭
和
二
十
九
年
五
月
三
十

一
日
４
規
　
格

鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
造
四

階
建
住
宅

六
帖
、
四
・
五
帖
、
二
間

食
堂
兼
炊
事
場
四
帖
一
間

テ
ラ
ス
付
き
、
瓦
斯
設
備

水
洗
便
所
、
洗
面
洗
濯
場

物
置
、
ブ
ラ
ン
コ
、
ス
ベ

リ
台
等
附
属
設
備
あ
り
。

５
住
宅
使
用
料

一
戸
当
り
月
額
　
弍
千
四

百
円
也

（
毎
月
当
月
分
を
月
末

の
二
十
五
日
迄
に
市
金

庫
え
持
参
払
）

１
建
設
地

宮
崎
市
祇
園
町
五
六
六

の
一
番
地
　
三
二
戸

同
　
吉
村
町
中
原
二
、

七
二
六
番
地
　
一
三
戸

２
建
設
戸
数
　
四
五
戸

（
所
在
地
右
に
同
じ
）

３
竣
功
年
月
日

昭
和
二
十
九
年
二
月
二
八

日
　
中
原
　
一
三
戸

昭
和
二
十
九
年
三
月
三
十

一
日
　
祇
園
町
　
三
二
戸

４
規
格
　
木
造
平
家
セ
メ

ン
ト
瓦
葺
一
戸
建
一
○
・

五
坪
住
宅
六
帖
、
四
・
五

帖
、
三
帖
（
板
間
）
三
間

井
戸
（
四
戸
に
一
ヶ
所
）

押
入
）
物
置
等
設
備
あ
り
。

５
住
宅
使
用
料

月
額
　
壱
千
四
百
円

６
敷
金
　
四
千
弐
百
円

７
月
收
限
界

（
申
込
資
格
条
件
）

５
正
当
な
事
由

に
因

る
立
退

の
要
求

を
受

け
、
適

当
な

立
退
先
が
な
い
為
困

窮
し

て
い
る
者
。
（
自
己
の
責

１
市
内
に
居
住
し
市
税
を
完

納
し
て
い
る
者
で
有
家
族

（
扶
養
者
一
人
以
上
）
者

を
原
則
と
し
て
募
集
す
る

２
住
宅
以
外
の
建
物
若
し
く

は
場
所
に
居
住
し
又
は
保

安
上
危
険
若
し
く
は
衛
生

上
有
害
な
状
態
に
あ
る
住

宅
に
居
住
し
て
い
る
者
。

３
他
の
世
帯
と
同
居
し
て
著

し
く
生
活
上
の
不
便
を
受

け
て
い
る
者
又
は
住
宅
が

な
い
為
親
族
と
同
居
す
る

事
が
出
来
な
い
者
。

４
住
宅
の
規
模
又
は
間
取
り

と
世
帯
構
成
と
の
関
係
か

ら
衛
生
上
又
は
風
教
上
不

適
切
な
居
住
状
態
に
あ
る

者
。

一
、
申
込

資
格
者

（
申
込
資
格
条
件
）

月
収
（
固
定
給
）
か
ら
扶

養
家
族
一
人
に
つ
き
一
、

〇
〇
〇
円
を
控
除
し
た
額

が
最
額
一
〇
、
〇
〇
〇
円

以
下
の
収
入
所
得
者
で
住

宅
使
用
料
支
払
能
力
あ
る

者
と
す
る
。

１
建
　
設
　
地

宮
崎
市
大
字
恒
久
字
働
馬

寄
六
、
六
二
七
ノ
一
番
地

２

建

設

戸

数
　

七
　
戸

３
竣
功
年
月
日

昭
和
二
十
九
年
二
月
二
十

八
日

４
規
　
　
　
格

木
造
平
家

セ
メ
ン
ト
瓦

葺

一
戸
建
八
・
五
坪
住
宅
三

帖

、
六
帖

二
間
炊
事
場

、

便
所
、
押
入

、
物
置
付
き

５
住
宅
使
用
料
月
額七
八
〇
円

（
毎
月
当
月
分
を
月
末

の
二
十
五

日
迄

に
市
金

庫
え
持
参
払
）

６
敷

金
　

弍
千
参
百
四
十
円

（
入
居
決

定
の
上
前
納
払
）

７
月
收
限
界

三
、
第
二
種
木
造

住
宅
　
七

戸

月
收
（
固
定
給
）
か
ら
扶

養
家
族
一
人
に
つ
き
一
、

○
○
○
円
を
控
除
し
た
額

が
最
低
八
、
四
○
○
円
、

最
高
二
五
、
○
○
○
円
以

内
の
者
で
最
低
最
高
家
族

一
人
に
対
し
一
、
○
○
○

円
を
追
算
し
た
る
月
収
限

界
に
あ
る
者
と
す
る
。

当
選
は
い
か
が

お
年
玉
ハ
ガ
キ
当
選
番
号

昭
和
二
十
九
年
の
お
年
玉
つ

き
年
賀
は

が
き

抽
籤
会
は
十
五

日
北
陸
金
沢

市
北
国
第
一
劇
場

で
開
か
れ
当
選
番
号

が
次
の
通

り
決
り
ま
し
た
。

△
特
賞
（
ジ
ユ
ー
キ
ミ
シ
ン
）

各
組

の
○
五
二
五
八
三

△
一
等
（

ニ
ツ
テ

ー
の
自
転
車
）

各
組
の
一
八
六
七
〇
四

、
九

六
四
五
三
二

△
二
等
（
Ｂ
Ｓ
の
エ
バ
ー
ソ
フ

ト
ざ
ぶ
と
ん
二
枚
）

各
組

の

○
三
三
六
〇
一
、
六
一
三
四

一
八
、
八
一
八
〇
〇
四

△
三
等
（
倉
敷
ビ
ニ
ロ
ン
毛
布
）

下
五
ケ
タ
一
五
四
九
六

△
四
等
（
久
留
米
の
う
ん
た
い

漆
器
盆
）
下
五
ケ
タ
九
二
九

一
九
、
八
五
五
九
九
、
六
八

三
〇
一
、
〇

〇
五
五
六

△

五
等
（
化
学
石
け
ん
ミ
ケ
ソ

ー
プ
）
下
三
ケ
タ
八
八
二

△

六
等
（

お
年
玉
切
手

シ
ー
ト
）

下
二
ケ
タ
五
一
、
八
七
、
九

Ｏ
協
賛
賞
（
ナ
ナ
オ
ラ
の
テ
レ
ビ
）

二
七
七
組
七
一
一
〇
九
七

昭
和
二
十
九
年
度
に
於
け
る

社
会
敎
育
努
力
事
項

人
間
の
社
会
生
活
が
営
ま

れ

て

い
る
と
こ
ろ
に
は
必

ず
教
育

活
動
が
行
わ
れ
て
い
る
と
い

う

こ
と
は
周
知
の
事
実
で
あ
り
ま

す
。
若
し
社
会
教
育
と
い
う
言

葉
を
唯
単
に
学
校
と
い
う
特
別

な
教
育
機
関
に
よ
ら
な
い
教
育

活
動
と
い
う
意
味
に
用
い
る
な

ら
ば
教
育
の
原
形
態
は
社
会
教

育
で
あ
る
と
言
う
こ
と
が
出
来

自
宅
を
訪
問
、
収
録
を
行

な
ら
。

二
、
收
録
　
収
録
は
申
出
人

の
作
製
し
た
原
稿
を
本
人

が
読
話
し
で
収
録
を
行
な

う
、
読
誦
時
間
を
三
分
間
と

す
る
。

三
、
発
表
　
発
表
は
月
一
回

乃
至
二
回
市
側
関
係
者
の

回
答
を
添
え
宮
崎
放
送
局

の
「
言
い
た
い
こ
と
、
聞

き
た
い
こ
と
」
の
ロ
ー
カ

ル
放
送
を
通
じ
発
表
す
る

一
、
申
込
方
法
　
電
話
、
口

頭
、
文
書
な
ど
に
よ
り
住

所
、
氏

名
を
広
報
係
へ
通

知
し
て
貰
う
方
法
を
執
り

通
知
あ
り
次
第
、
係
員
が

（
市
民
の
聲
募
集
要
領
）

皆

さ
ま
の
卸
意
見
を
市
政

に

反
映
さ
せ
る
為
に
広
報
係
で
は

左
記
の
要
領
に
よ
つ
て
皆
さ
ん

の
御
意
見

を
募
集
し
て
お
り
ま

す

。

単
な

る
不
満
や
不
平

に
止

ま
ら

ず
ど
し
　
　

御
意
見

を
お
寄
せ

下

さ
い
。

ど
し
　
　

御
意
見

を

市
民
の
声
を
募
集

住
宅
入
居

申
込
者
に
対
し
実

一
、
選
定
方
法

に
帰
す

べ
き
事
由
に
基
く

場
合
を
除
く
）

６
住
宅
が
な
い
た
め
に
勤
務

場
所
か
ら
著
し
く
遠
隔
の

地
に
居
住
を
余
儀
な
く
さ

れ
て
い
る
者
、
又
は
毎
月

の
収
入
に
比
し
て
過
大
な

家
賃
の
支
払
を
余
儀
な
く

さ
れ
て
い
る
者
。

７
又
各
号
に
該
当
す
る
者
の

外
、
現
に
住
宅
に
困
窮
し

て
い
る
事
が
明
ら
か
な
者

抽
籤
場

所
　
市
庁
舎
玄
関

前
午
前
十

時
（
予
定
）

実
体
調
査

委
員
会
（
審
査
）

抽
籤
期
日

工
事
の

進
捗
状

況
に
よ

り
後
日

決
定
の

上
処
理

致
し
ま

す
。

体
調
査
を
な
し
、
市
営
住
宅

入
居
者
選
衡
委
員
会
に
諮
り

審
査
し
入
居
資
格
者
が
住
宅

戸
数
を
超
え
る
場
合
ほ
公
開

抽
籤
の
上
選
定
す
る
。

一

、
其
の
他
参
考
事
項

第
二
回
市
営
競
馬

後
　
節

前
　
節

る
教
育
活
動
を
除

き
主
と
し
で

青
少
年
及

び
成
人
に
対
し
て
行

わ
れ

る
組
織
的
な
教

育
活
動
（

体
育
及
び
レ
ク
リ
エ
ー

シ
ョ

ン

の
活
動
を
含
む
）
を
い
う
」

と

規
定
さ
れ
て
居

り
ま
す
。

社
会
が
今
日
よ
り
も
明
日

、

明
日
よ
り
も
明
後
日
と
進
歩
発

展
し
て
い
る
か
ら
に
は
社
会
教

育
に
よ

る
組

織
的
計
画
的
な
教

育
活
動

は
学

校
教
育
に
も
ま
し

て
重
大
な
こ
と

で
あ
り
ま
す
。

が
、
今
日
我

々
の
周
囲

に
み

ら

れ
る
社
会
教
育
は
義

務
制

度
が

確
立

さ
れ

た
後
は
特
別
な
目
的

を
も
つ
た
運
動
と
し
て
表
わ
れ

て
来
た
の
で
あ
り
ま
す
。
即
ち

社
会
教
育
法
に
よ
る
社
会
教
育

の
定
義
に
は
「
社
会
教
育
と

は

学
校
教
育
法
（
昭

和
二
十
二
年

法
律

第
二
十

六
号
）

に
基
き
学

校
の
教
育
課
程

と
し
で
行

わ
れ

ま
す
。
こ
の
意
味
に
お
い
て
そ
の
社

会
教
育

が
次
第

に
組
織
的
計
劃

的
な

方
法
で
行

わ
れ
る
よ
う
に

な
り
や
が
て
一
層
組
織
化

さ
れ

た
方
法
と
し
で
学
校
教
育
が
生

み
出

さ
れ
た
の

で

あ

り

ま
す

長

崎
県
東
彼
杵
郡
川
棚
町
下

組

郷
字
平
尾
の
平

尾
無
縁
墓

地

の
改
葬
が
左
記
に
よ
つ
て
行
あ

れ
ら
こ
と
に
な
り
ま
し
た
の

で

縁
故
者
の
方
は
一

月
三
十
一
日

迄
に
届
出
を
し
て
下

さ
い
。

記

一

、
墓
地
の
名
称
　
平
尾
墓
地

一

、
墓
地
の
所
在

地
　
長
崎
県

東
彼
杵
郡
川
棚
町
下
組
郷

字
平
尾

一
、
墓
地
管
理
者
　

川
棚
町
長

藤
野
英
陽

一
、
届
出
の
期
間
　
昭
和
二
十

九
年
一
月
三
十
一
日
迄

一
、
改
葬
地
　
東
彼
杵
郡
川
棚

町
白
石
郷
字
尾
山
北
平
九

六 無

縁

墓

地

こ
の
観
点

か
ら
昭
和
二
十

九
年

度
は
左
記
の
項
目
に
重
点
を
お

き
社

会
教
育
活
動
を
推
進
し
た

い
と
思
い
ま
す
。

一
、
勤
勞
靑
少
年
の
育
成

二

、
公
民
館
の
拡
充

強
化

三
、
視
聽
覚
敎
育
の
徹
底

四
、
藝
能
文
化
の
向
上

五
、
文
化
財
の
保
存
顯
彰

堂々170頭の出走
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担
当
地
区
　
　
氏
　
　
　
名

吉
野
、
堤
内
　
日

高
　
房

吉

糸
原
　
　
　
　
丸

菅
　
政

登

柳
瀬
　
　
　
　
西

本
　
三

次

金
崎
　
　
　
　
横

山
　
　

勇

【
倉
　
岡
】

民
生
委
員
法
の
改
正
に
よ
つ

て

全
国
一
得
に
委
員

の
改
選

が

行

わ
れ
ま
し

た
が
宮
崎
市
で
は

つ
ぎ
の
方
々
が
新
ら
し
い
民
生

委
員
と
し
で
厚
生
大
臣

の
委
嘱

を

お
受

け
に
な
り
ま
し
た
。

池
内
町
　
　

金

丸
　
唯

見

【
大
　
宮
】

上
北
方

柏
　
田

野
首
、
上
野

千
代
左
記

柿
木
原
、

平
　
松

浦
田
、
上
畑

下
畑
大
瀬
町

前
川
　
正

道

齊
藤
　
美
幸

日

高
　
　
明

野

中
　
武

雄

黒

岩
　
勝

元

【
瓜
生
野
】

有
田
　
　
　

中

川
　
捨

市

市
民
の
よ
き
相
談
相
手
と
し
て

新
ら
し
い
民
生
委
員
き
ま
る

一
、
返
還
で
き
る
地
区

満
州
地
区
（
シ
ン
陽
、

撫
順
、
鞍
山
、
大
石
橋
、

海
城
、
遼
陽
、
西
安
、
錦

県
、
本
渓
湖
、
安
東
、

開
原
、
蘇
家
屯
、
鉄
嶺
、

吉
林
、
永
吉
）

中
国
地
区
（
天
津
、
北

平
、
開
封
、
青
島
、
済

終
戦
後
引
揚
げ
ら
れ
た
方
が

中
国
、
朝
鮮
な
ど
で
総
領
事
館

日
僑
連
絡
事
務
所
、
日
本
人
世

話
会
な
ど
に
預
け
ら
れ
た
金
融

証
書
類
の
一
部
が
送
還
さ
れ
、

こ
の
程
横
須
賀
税
関
支
署
で
整

理
が
完
了
し
ま
し
た
の
で
引
揚

者
の
方
に
返
還
で
き
る
こ
と
に

な
り
ま
し
た
。

但
し
全
部
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

左
記
に
該
当
す
る
方
は
市
の
厚

生
課
へ
御
問
合
せ
下
さ
い
。

外

地

で

預

け

た

金
融

証
書
類

が
返
還
さ
れ
ま
す

◎
返
還
請
求
手
続
期
間

昭

和
二
十

九
年
一
月
一
日
～

四
月

三
十
日

迄

右
地
区
外
で
預
け
た
も
の
は

ま
だ
そ
の
地
区
か
ら
送
還
に

な
つ
て
い
ま
せ
ん
か
ら
返
還

請
求
の
手

続
は
で
き
ま
せ
ん

南
、
海
州
、
上
海
、
南

京
、
漢
口
、
杭
州
、
徐

州
広
東
）

朝
鮮
地
区
（
京
城
、
仁

川
、
木
浦
、
麗
水
、
釜

山
）
南
洋
諸
島
（
テ
ュ
ヤ
ン

島
）
右
の
地
区
に
預
け
た
送

金
小
切
手
、
預
貯
金
、

証
書
等
の
証
券
預
り
証

及
び
接
収
証
明
書
等
で

あ
り
ま
す
。

昭
和
二
十
八
年
十
一
月

に
業

務
を
開
始
し

た
恩
給
法
に
基
く

遣

族
に
対
す
る
「
公

務
扶
助

料

」

は
市
内
折
生
迫
郵
便
局

管
内

で

太
田

ヤ
ス

ノ
さ
ん
ほ

か
九
名

が
昭
和
二
十
八
年
十
二
月
二
十

一
日
附
裁

定
で
支
給

さ
れ
て

い

る
こ
と
が

わ
か
り
ま
し
た
。

そ
の
他

に
も
市
内

で
す
で
に

裁

定
支
給

さ
れ
て
い

る
も
の
は

相
当
数
あ

る
見
込
み

で
あ

り
ま

す

が
、
何
分
市
を
紅
由
せ
ず
本

人

に
直
接
恩
給
局
か
ら
通
知

が

行
く
こ
と
に
な
つ
て
い
ま
す
の

で
正
確
な
数
字
は
分

り
ま
せ
ん

が
、
す
で
に
市
内
の
進
達
件
数

は
二
千
二
百
通
以

上
も
あ

り
ま

す
の
で
、
今
後
続
々
裁
定
支
給

さ
れ
る
見
込
み
で
す
。

な
お
ま
だ

進
達

も
れ
の
方

は

早
め
に
市
の
厚
生
課
を
通
じ
て

進
達
さ
れ
る
よ
う
市
で
は
希
望

し
て
い
ま
す
。

續
々
裁
定
の
見
込
み

遺
族
へ
の
公
務
扶
助
料丸

山
町
　
　
　
岩
切
直
太
郎

″
　
　
　
　
　
桐
井
　
妙
鈴

″
　
　
　
　
　
成

田
　
頼

三

清
水
町
　
　
　
藤

岡

芳
太
郎

″
　
　
　
　
　
渡

部
　
　

栄

″
　
　
　
　
　
山
下
　
タ
チ

大
工
町
　
　
　
石

川
　
チ

ホ

橘
高
松
通
　
　
都
成
　
昌
道

″
　
　
　
　
　
長

友
　
栖

雄

″
　
　
　
　
　
鳥
山
あ
き
え

末
広
元
宮
町
　
甲
斐
　
繁
松

末
広
町
　
　
　
森

下
　
龍

宣

″
　
　
　
　
　
長

友
　
モ

リ

【
中
央
西
】

山
崎
町

吉
村
町
北

〃
〃
〃
西
〃
〃
〃
南
〃
〃
新
別
府
町

阿
波
岐

ヶ
原
町

長

田
　
武

義

戸

高
　
力

男

戸

高
　
忠

雄

戸

高
万
寿
治

熊

谷
　
わ

か

清

野
　
道

生

富

山
　
福
一

石

川
　
隆

治

近

藤
　
寅

一

【

檍

】

南
方
町
　
　
　

長

田
　
一

義

下
北
方
町
　
　

美

原
　

義

道

″
　
　
　
　
　

富

永
　
政

義

花
ヶ
島
町
　
　

大

野
　
文

子

村
角
町
　
　
　

石

川
　

市

郎

東
大
島
町
　
　

松

田
　
辰

吉

″
　
　
　
　
　
勝
　
　
久
真

大
島
町
　
　
　

海

老
原

友

安

神
宮
東
町
　
　
栗
原
　
定
美

″
　
　
　
　
　

秦
　
　

徳
太
郎

神
宮
町
　
　
　

児

玉
　
　

章

″
　
　
　
　
　

中

島
　

歌

子

和
知
川
原
町
　

川

崎

幸
三
郎

″
　
　
　
　
　
黒
木
　
春
子

恒
久
町
　
　

横
山

奈
良
行

【
赤
　

江
】

大
塚
町
　
　
　

中

村
　

栄

助

″
　
　
　
　
　

甲

斐

ヒ
サ
ヱ

福
島
町
　
　
　

高

田

作
次
郎

谷
川
町
　
　
　
米
崎
ア
ヤ
コ

哀
塚
町
　
　
　
那
須
　
福
市

淀
川
町
北
　
　
野
田
　
実
志

″
　
　
南
　
　
成
松
ヒ
サ
ヲ

中
村
町
　
　
　

久
留

島
初
太
郎

″
　
　
　
　
　

入

江
　

初

枝

古
城
町
　
　
　
中
村
善
四
郎

″
　
　
　
　
　

下

永
　
久

子

太
田
町
北
　
　
今
井
　
三
蔵

〃
　
〃
　
　
　
指
宿
　
澄
子

〃
　
南
　
　
　
宅
和
庫
三
郎

〃
　
〃
　
　
　
佐
伯
　
　
栄

【

大
　

淀

】

旭
通
　
　
　
　
荻

原

ミ
ク
ニ

″
　
　
　
　
　
浜

田
　
セ

ツ

″
　
　
　
　
　
杉

本
　
　

弘

権
現
町
　
　
　
大
野
　
博
資

″
　
　
　
　
　
野
久
尾

直

哉

江
平
町
　
　
　
崎
野
　
頼
明

″
　
　
　
　
　
吉
田
　
テ
ル

深
坪
町
　
　
　
神
戸
美
能
助

″
　
　
　
　
　
木

村
　
シ

ゲ

″
　
　
　
　
　
山

本
　
　

忠

橘
通
　
　
　
　

神

田

耕
三
郎

″
　
　
　
　
　
宇
田
彌
三
郎

広
島
通
　
　
　
橘
　
　

鼎

丸

″
　
　
　
　
　
高

木
　
覚

一

広
島
別
府
町
　
宮

崎
　
義

光

″
　
　
　
　
　
中
元
寺
ヱ
イ

宮
田
町
　
　
　
中

島
　
治

美

″
　
　
　
　
　
田

崎
　
　

洲

瀬
頭
町
　
　
　
滝

口
　
　

優

″
　
　
　
　
　
木

下
　
義

範

松
山
町
　
　
　
河
野
彌
三
郎

″
　
　
　
　
　
戸

高
　
ム

ラ

東
雲
町
　
　
　
山

内
　
　

弘

″
　
　
　
　
　
塩

見

勘
三
郎

【
中
央
東
】

上
野
町
　
　
　
萩

森
　
安

一

恵
美
寿
仲
町
　
黒
木
仙
太
郎

松
橋
町
　
　
　
西

川
　
　

伝

鶴
島
町
　
　
　
鮫
島
ス
ミ
ヱ

終
戦
後
ア
メ
リ
カ
さ
ん
が
沢

山
日
本
へ
来
て
色
々
な
こ
と
に

自
分
勝
手
な
こ
と
を
し
た
結
果

で
も
あ
ろ
う
が
、
掲
示
の
色
と

か
照
明
の
彩
と
か
看
板
の
色
合

と
か
に
何
れ
も
甚
だ
ど
ぎ
つ
い

原
色
が
流
行
す
る
よ
う
に
な
り

元
来
ね
ず
み
色
の
渋
く
又
鉄
色

の
極
め
て
高
尚
な
自
然
色
と
、

そ
れ
に
合
は
し
て
き
た
人
工
の

色
彩
を
も
つ
た
の
を
特
徴
と
し

て
い
る
我
が
国
に
凡
そ
不
似
合

な
色
調
が
の
さ
ば
つ
て
き
た
こ

と
は
、
い
か
に
も
情
な
い
こ
と

で
あ
る
。
鉄
道
が
、
か
つ
て
そ

の
掲
示
板
の
色
は
群
青
色
を
用

い
、
之
に
白
字
で
掲
示
文
を
表

わ
し
て
い
た
。
こ
れ
は
実
用
的

に
も
白
字
が
く
つ
き
り
と
表
わ

れ
て
見
易
い
の
で
あ
る
が
、
近

頃
は
各
駅
共
白
と
か
黄
と
か
赤

と
か
い
つ
た
よ
う
な
色
を
そ
れ

觀
光
事
業
と
色
と
臭

街
に
花
と
樹
を

思
い
思
い
に
採
用
し
、
な

ん
と
も
言
え
な
い
嫌
な
感
じ
を

あ
た
え
る
。
ネ
オ
ン
サ
イ
ン
が

盛
ん
に
用
い
ら
れ
る
よ
う
に
な

つ
た
が
、
こ
れ
も
強
い
色
彩
ば

か
り
で
何
等
の
品
位
も
な
く
、

何
処
の
繁
華
街
も
落
付
を
失
つ

た
よ
う
に
思
え
る
。
蛍
光
燈
も

段
々
研
究
さ
れ
昼
光
の
も
の
が

生
産
さ
れ
る
よ
う
に
な
つ
て
幾

分
よ
く
な
つ
た
が
人
の
顔
を
上

気
色
に
み
せ
た
り
口
紅
や
鮪
の

刺
身
を
黒
ず
ん
で
み
せ
た
り
す

る
よ
う
な
蛍
光
燈
が
諸
所
に
入

り
込
ん
で
き
た
の
は
情
な
い
こ

と
で
あ
る
。

日
本
に
は
独
特
な
元
来
の
色

調
が
あ
る
は
ず
で
、
何
も
外
国

の
青
や
赤
や
黄
の
よ
う
な
華
や

か
な
色
調
を
み
せ
る
必
要
は
な

く
昔
日
か
ら
の
色
調
に
合
せ
て

色
彩
の
上
の
大
き
な
調
和
が
国

こ
ゝ
に
定
住
す
る
も
の
は
自

然
に
な
れ
て
そ
の
臭
い
を
知
ら

な
い
で
あ
ろ
う
が
、
た
ま
　
　

他
地
よ
り
来
た
人
は
そ
の
不
愉

快
な
臭
に
一
日
で
も
滞
在
を
縮

め
た
い
と
思
う
と
、
か
つ
て
或

る
新
聞
が
発
表
し
て
い
た
こ
と

が
あ
る
。
大
都
市
や
観
光
地
等

も
み
な
水
洗
式
便
所
が
実
現
出

来
れ
ば
結
構
で
あ
る
が
、
こ
れ

は
な
か
　
　
実
現
困
難
で
あ
る

そ
れ
で
何
か
化
学
薬
品
を
案
出

し
て
、
肥
料
と
し
て
の
効
果
を

落
さ
な
い
で
臭
を
消
す
こ
と
が

出
来
る
よ
う
に
な
れ
ば
、
そ
の

悪
臭
が
取
り
去
ら
れ
る
の
で
は

な
か
ろ
う
か
。
こ
の
他
溝
や
ご

み
箱
な
ど
の
悪
臭
も
台
所
の
腐

敗
し
た
臭
等
の
除
去
は
或
る
程

の
費
用
と
努
力
を
か
け
な
け
れ

ば
度
実
現
出
来
な
い
が
、
宮
崎

が
緑
の
街
で
あ
り
、
花
の
街
で

あ
る
と
い
う
よ
う
に
芳
香
芬
々

た
る
観
光
都
市
と
い
わ
れ
る
よ

う
に
し
た
い
も
の
で
あ
る
。
そ

れ
に
は
、
宮
崎
独
特
の
臭
を
有

す
る
花
卉
や
樹
木
を
そ
な
へ
、

各
自
の
庭
な
り
、
道
の
隅
な
り
、

街
の
両
側
に
植
え
て
、
あ
る
時

期
に
は
そ
の
臭
で
街
が
包
ま
れ

こ
れ
を
除
去
す
る
こ
と
を
考
え

な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。
人
は
そ
の

食
物
の
関
係
で
独
特
の
体
臭
を

持
つ
も
の
で
あ
り
、
外
国
人
は

バ
タ
臭
く
、
日
本
人
は
漬
物
の

臭
い
を
発
散
し
て
い
る
と
い
わ

れ
て
い
る
が
、
こ
れ
も
何
ん
と

か
工
夫
し
て
、
い
や
な
臭
は
消

す
よ
う
に
し
た
い
も
の
で
あ

る
。
殊
に
日
本
で
は
汚
物
を
肥

料
に
使
う
関
係
も
あ
り
、
そ
の

臭
が
国
内
に
充
満
し
て
い
る
と

い
つ
て
も
過
言
で
は
な
い
と
思

う
。 悪

臭
に
至
つ
て
は
是
非
共

の
風
影

に
も
表

わ
れ
て
く
る
は

ず
で
あ

る
。
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〃
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郷
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長

友
　

幸
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郡
司
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小
八
重
八
十
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″
　
　
　
　
　

長

友
　
忠
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新
町
　
　
　
　

佐

藤
　
一

朗

″
　
　
　
　
　

池

田
　

松

江

新

ら

し

い

市

政

に

貴
方
は
何
を
望
み
ま
す
か

ど
し
　
　

御

意

見

を

華
北
交
通
退
職

金

受

領

者

へ

華
北
交
通
（
株
）
の
特
種
清

算

を
実

施
中
の
在
外
活
動
関
係

閉
鎖
機
関
特
種
清
算
事
務

所
（

東

京
都

中
央
区
日
本
橋
通
ニ
ノ

一
住
友
銀
行
ビ
ル
内
）
で
は
共

同

省
令
第
四
号
第
四
条
で
認

め

ら
れ
た
閉
鎖
機
関
華
北
交
通

（
株
）
の
退
職
金
を
終
戦
時
現

在

々
職
者
に
当
時
の
算
出
方
法

昨
年
一
月

か
ら
十
二
月
迄
の

市
民
の
声

は
五
十
二
件
に
上
り

市
政
各
部
門
へ
の
有
益
な
参
考

意

見
に
な

る
と

ゝ
も
に
市
政

に

反

映
さ
れ
て

お
り
ま
す
。

市
政

が
真
に
市
民
の
政
治
と

な
る
為

に
は
も
つ
と
も
つ

と
皆

さ
ん
の
声
が
聴
か
れ
な
く
て
は

な

り
ま
せ
ん
。

広
報
係
で
は
今
年
も
次
の
よ

う
な
テ

ー
マ
で
広
く
皆

さ
ん
の

御
意
見
を
募
集
す
る
こ
と
に
な

り
ま
し

た
。

新
ら
し

い
市
政
に
望

ま
れ
る

貴
方
の
御
意
見
を
ど
う
ぞ
ど
し

御
寄
せ
下

さ
い
。

記

一

、
テ

ー
マ
　
「
昭
和
二
十

九

年
の
市
政
に
私
は
か
く
望

む
」

二
、
募
集
要
領
　
ハ
ガ
キ
に
具

体
的
に
項
目
を
書
い
て
下

さ
い
。

三
、
募
集
期
間
　

昭
和
二
十
八

年
十
二
月
十
五
日
か
ら
昭

和
二
十

九
年
一
月
三
十
日

迄

四

、
宛
先
　

宮
崎
市
役
所
広
報

係

五
、
発
表
　
二
月
一
日
号
以
後

各
号
に
掲
載

発
表

昭
和
二
十
九
年
度
入
学
児
童

は
昭
和
二
十
二
年
四
月
二
日
か

ら
昭
和
二
十

三
年
四
月
一
日
ま

で
に
生

ま
れ
た
児
童
で
す
。

市

の
教
育
委
員
会
で
は
昭
和

二
十
八
年
十
二
月
一
日
現

在
の

住
民
登
録
に
よ
つ
て
こ
の
児
童

を
調
査

し
、
二
月
十
日
迄
に
は

お
手
許
へ
入
学
通
知
書
を
御
届

け
す
る
こ
と
に
な
つ
て
お
り
ま

す

。

若

し
通
知
が
な

い
場

合
は
市
の

教
育
委
負
会
に
御
間

合
せ
下

さ

い
。

二

月

十
日
ま
で

に

お
屆
け
し
ま
す

兒
童
の
新
入
学
通
知
書

る
よ
う
に
し
た
い
も
の
で
あ
る

例
え
ば
「
ち
よ
う
じ
」
を
各
所

に
植
え
て
そ
の
花
の
咲
く
頃
に

は
、
そ
の
匂
い
が
周
囲
に
あ
ふ

れ
、
又
「
も
く
せ
い
」
を
い
た

る
所
に
植
え
そ
の
匂
い
を
た
の

し
む
こ
と
も
出
来
る
で
あ
ろ
う

山
口
県
の
萩
は
夏
み
か
ん
の

生
産
地
と
し
て
有
名
で
あ
る
が

そ
の
み
か
ん
の
熟
す
る
五
、
六

月
頃
に
は
街
中
が
み
か
ん
の
匂

い
で
満
た
さ
れ
る
と
い
わ
れ
、

又
バ
ラ
の
都
と
言
わ
れ
る
ポ
ー

ト
ラ
ン
ド
で
は
そ
の
花
盛
り
に

は
街
中
が
バ
ラ
の
香
り
に
酔
う

よ
う
な
状
態
と
い
わ
れ
る
。
是

非
と
も
こ
の
匂
い
の
あ
る
木
や

草
木
を
季
節
に
応
じ
て
特
徴
の

あ
る
も
の
を
選
ん
で
植
樹
培
養

し
て
欲
し
い
も
の
で
あ
る
。

科
目

は
建
築
、
男

子
服

、
理

容

、
自
動
車
整
備
、
事
務
の

五
科
で
人
員
は
各
科
三
十

名

資
格

は
建
築
科

（
十
五
才
以

上
新
制
中
卒
程
度
の
男

子
）

男

子
服
、
理
容
科
（
同
様
男

女
）
自
動
車
整
備
科
（
同

男

子
で
色
神
正
常
視
力
裸
眼

〇
・

六
以

上
）
事
務
科
（

新

制

高
校
、
旧
制
中
卒
程
度
の

男
女

）
△
必
要
書
類
入
所
願

（
同

所
、
各
公
共
職
業
安
定

所
で
交
付
す
る
）
学
業
成
績

書
、
性
行
調
査
書
、
身
体
検

査
書
、
履
歴
書
△
提
出
先
二

月
末

ま
で
に
同

所
も
し

く
は

職
安
所
△
選
考

日
場

所
＝

建

築
（
三
月

九
日
、
数
学
、
国

語

、
社
会
、
口
頭

試
問
、
適

性

検
査
）
男

子
服
科
（
十
日

同
）
理
容
科
（
十
一
日
同
）

事
務
科
（
十
三
日
同
）
自
動

車
整
備
科
（
十

二
日
同
）

い

ず
れ
も
午
前
九
時
同
補
導
所

で
行
う
△
合
格
発
表
＝
三
月

二
十
五
日
、
入
所
期
日
四
月

五
日
、
修
業
年
限
＝
事
務
科

の
六
ヶ
月
除
き
一
ヶ
年
△
そ

の
他
経
費
不
用

宮
崎
市
牟
田
町
の
県
公

共
職

業
補
導
所
で
は
本
年
度
の
入

所

生
を
次
の
通
り
募
集
し
て
い
ま

す
。

職
業
補
導
所

入
所
生
募
集

に
よ
り
算
出
し
た
額
を
華
北
交

通
の
国
内
資
産
の
限
度
に
よ
り

そ
の
三
○
％
を
そ
れ
　
　
支
払

を
開
始
す
る
こ
と
に
な
つ
た
の

で
、
住
所
等
届
出
の
す
ん
で
い

な
い
方
は
至
急
前
記
の
事
務
所

に
届
出
の
上
退
職
金
受
領
手
続

を
と
る
よ
う
市
の
厚
生
課
で
は

呼
び
か
け
て
い
ま
す
。

納
税
の
お
知
ら
せ

場
所

大

塚

公

民

舘
、
下

北

保

育

所

村

角

保

育

所
、
元

大

宮

支

所

新
別
府
（
齊
藤
商
店
）
西
中
公
民
舘

出
張
徴
收
の
日
割

市
民
税
（
一
月
二
十
七
日
）

◎
個
定
資
産
税

第
　
四
　
期

◎
市
　
民
　
税

第
　
四
　
期

の
納
期
二
月
二
十
七
日

の
納
期
一

月
三
十
日
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